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1． 担当教員の専門分野(研究領域)・現在の研究テーマ 

競争戦略の本質というのは、いかにして戦うかにはありません。むしろ価格競争に陥らな

いように、逆の発想から、⾧期的な時間幅で「いかにして戦わないようにするか」を考え抜

くことにあります。 

この発想をつきつめると、生産システム、流通チャネル、顧客リレーションを総合したビ

ジネスモデルの差別化にたどりつきます。ビジネスモデルによって裏打ちされた差別化は、

あまり目立つことはありませんが、一旦その優位を築くと⾧持ちします。 

興味深いのは、他社からは、なかなか模倣できないビジネスモデルであっても、ゼロから

創り上げられているとは限らない点です。むしろ、海外から移植されたり、異業種から移植

されたりして築かれることが多いように思われます。模倣できないビジネスモデルが模倣

によって築かれるという、模倣のパラドクスです。 

私たちの研究室では、ビジネスモデルをカギ概念にして、起業・事業創造や競争戦略のダ

イナミズムについて探求します。同時に、将来、起業したり競争戦略を立案したりするとき

に役に立つ、実践的な手法についても学んでいくつもりです。 

 

2． 指導方針 

ビジネスモデルは学問横断的なコンセプトで、経営学における複数の学問領域（起業論、

競争戦略論、経営組織論、マーケティング論など）にまたがっています。近年、学術研究の

蓄積も進んできているので、受講生には、ビジネスモデルについての探索的な文献研究をし

ていただきます。その上でリサーチクエスチョンを立て、実証研究を設計・実施します。実

証の方法は、基本的には、ケーススタディかサーベイ調査です。 

 

3． 学生に対する要望・その他 

一つの研究を成し遂げるためには、さまざまなスキルが必要です。論理的な思考能力やヒ

ューマンスキルはもちろん、ケーススタディを行う場合は、フィールドワーカーとしてのス

キルや事例を書くためのスキルが必要とされます。また、サーベイを行う場合は、統計学の

知識や統計処理ソフトを使うスキルが求められます。これらのスキルは研究をするにあた

っての前提要件のようなものなので、関連する科目を履修するなどして自ら修得してくだ

さい。 

 粘り強い姿勢や熱意がなければ起業することも優れた研究者になることもできません。

少なくとも、志望する教員を決めるにあたって、その教員の主要な著作物を読破するぐらい

の熱意は必要です。 


